
教員氏名 福谷 貴美子 職位 教授 

最終学歴 椙山女学園大学 家政学部 食物学専攻 

学位 家政学士 

資格 栄養士国家資格  

所属学会 

（所属協会） 

日本儀礼文化学会 

日本顔学会 

日本写真芸術学会 

担当科目 

 

「生活と倫理」「演習」｢コミュニケーション演習｣「美容文化史」「美と食」｢コス

メティック概論」「生活と美」「芸術文化演習」 

研究分野 美容文化、服飾文化、芸術学、栄養学  

現在の研究テーマ 服飾文化とメイクアップ、芸術表現としてのメイクアップについて 

美容と健康 生活スタイルと自己表現 

教育方法の実践 

 

1. メイクアップの技術及び表現方法を作品製作という手法で学ばせている。 

2. 栄養学と美容学の 2 方向から、美容と健康さらにアンチエイジングまでを実例

と検証を交えて学ばせている。 

3. 芸術鑑賞の基本的視点とその考察を、研修と調査研究を繰り返し経験的に学ば

せている。 

作成した教科書・教

材 

 

1. 「Make up lesson Basic」（2006） メイクアップ実習Ⅰの授業で使用する実

践的なテキストを作成。理論的にメイクアップテクニックを学ばせている。 

2. 「美と食」ではオリジナルプリントを作成しそれに基づき授業を進めている。 

教育研究業績 

 

1. （単著）「美容業界における新しいマーケティングの視点についての考察」『名古

屋文化短期大学研究紀要第 34 集』(2010) 

2． (学会発表)「10 代女子にみられるメイクアップと洋楽文化について」顔学会中

部支部研究会 (2012) 

社会的活動 

 

 

1.  メイクアッププロ養成講座講師（2001～継続） 

2．トレンドファッションとトレンドヘアメイクアップ講座講師（2003～継続） 

3. 名古屋市生涯学習推進センター大学連携キャンパス講座講師 「より美しく、

はつらつとした笑顔になるメイクアップレッスン」名古屋文化短期大学で開催

（2011.9.8） 

4．ヘアデザインのための造形デザインセミナー講師（㈱P&G 主催）（2012～） 

5. wella 主催 Rsaca102 ヘアーショー プロデュース（2013.8） 

6  Cotokon 主催 ブライダルショー プロデュース（2014.3.23） 

7 ㈱髪書房 発行 「サイズバランスコントロール」ヘアメイクアップ指導及び 

 本編監修。 

8 ㈱きくや美粧堂主催 Fresh designers gig in SHIGA ヘアーショー企画・プロ

デュース。 

9 KO コーポレーションヘアーショー「Fly high!」企画 プロデュース 



10 セルフブランディング講座 講師 

11 ㈱パストーン ブライダルショー 企画 演出 プロデュース（2016） 

12 ㈱きくや美粧堂主催 滋賀県草津市後援 designers gig 2016 in SHIGA ヘ

アーショー企画・プロデュース（2016） 

13 ㈱ボーグルヘアショー 企画 演出 プロデュース（2016） 

14 岐阜ロータリークラブ 100 周年記念イベント「母子の健康」アクティブペイ

ント企画運営 

15 美協 日本ヘアデザイン協会 中部地区ヘアーショー「躍進」企画 演出 

  （2017 年 3 月） 

16 ㈱ファイバーズーム ㈱髪書房 研究協力 30 代 40 代の女性の、ライフス

タイル・ファッションスタイル分析（継続中） 

17 「STYLERS BRAIN」メンズオーダースーツファッションショー演出・企画・

施工（2018 年 1 月 大阪中央公会堂） 

18 ＫＴＷＯ（ユニマットの子会社である有名美容室）に対し、ソリューション研

修の講師全 5 回（2018 1 月～継続 

19 「ＮＨＤＫ2019ＳＳＰＲショー 名古屋 ＢＥ ＨＡＰＰＹ 」演出 施工 

(2019 年 3 月 4 日) 

20 2018 年 1 月号より㈱美容文化社ｗｅｂ Beauty Life 寄稿  

  毎月 1 回更新  

21 男性用化粧品 「ナインフェイス」企画プロデュース 2020 年 1 月より 

22 2020 年より大府市共長公民館 講師 年 8 回 

実務の経験を有する者

についての特記事項 

1.  ㈱メナード化粧品 MHMAPS 顧問(1999～2001) 

2.  HAPPILY hair make up office 主宰（2000～2015） 

3. Option.(旧名 HAPPILY hair make up office)代表(2016~) 

 

学内の活動 1. 学生委員として、学生会の指導、学生生活向上に取り組んでいる。（2019 年ま

で） 

2. 保護者の会 委員として、保護者と学園の円滑なコミュニケーションの向上に

取組んでいる。 

 

 


